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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 内視鏡を消毒する装置

(57)【要約】
本発明は、内視鏡（４）を消毒液（６）で消毒するため
の、消毒液（６）の表面積および空気暴露を最小限に抑
えた装置を提供している。構造的に言うと、内視鏡消毒
装置（１０）は、消毒深皿（１３）と、内視鏡本体部分
（１２）と、挿入チューブ部分（１１）と、深皿蓋体（
１４）とを含む。消毒深皿（１３）は、内視鏡（４）の
空気／水および光チューブ（５）を消毒するためのもの
である。内視鏡本体部分（１２）は、内視鏡（４）の本
体およびアイピースを消毒するためのものであり、消毒
深皿（１３）に連結されている。挿入チューブ部分（１
１）は、内視鏡本体部分（１２）に連結され、内視鏡（
４）の挿入チューブを消毒するためのものである。深皿
蓋体（１４）が、消毒深皿（１３）に連結されて、消毒
深皿（１３）の上部の液密シールを行う。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  内視鏡４を消毒液６で消毒するための、消毒液６の表面積お

よび空気暴露を最小限に抑えた内視鏡消毒装置１０であって、

  内視鏡４の空気／水および光チューブを消毒する消毒深皿１３と、

  該消毒深皿１３に連結されて、内視鏡４の本体および接眼部を消毒する内視鏡

本体部分１２と、

  該内視鏡本体部分１２に連結されて、内視鏡４の挿入チューブを消毒する挿入

チューブ部分１１と、

  前記深皿１３の上を覆って液密シールを行う深皿蓋体１４と、を含む内視鏡消

毒装置。

    【請求項２】  グルタルアルデヒドの消毒液６を含むようにした請求項１記

載の装置。

    【請求項３】  前記挿入チューブ部分１１は、長さが１～６０インチ（２．

５４～１５２．４ｃｍ）であり、直径が１／４インチ～６インチ（０．６３５～

１５．２４ｃｍ）である請求項１記載の装置。

    【請求項４】  前記内視鏡本体部分１２は、直径が１／４～６インチ（０．

６３５～１５．２４ｃｍ）であり、長さが２～１０インチ（５．０８～２５．４

ｃｍ）である請求項１記載の装置。

    【請求項５】  前記消毒深皿１３は、直径が４～１０インチ（１０．１６～

２５．４ｃｍ）であり、深さが２～１０インチ（５．０８～２５．４ｃｍ）であ

る請求項１記載の装置。

    【請求項６】  ドレン１５と、

  該内視鏡消毒装置１０を受け取ってぶら下げるように構成された取り付けブラ

ケット１６と、をさらに含む請求項１記載の装置。

    【請求項７】  前記消毒深皿５７は、前記内視鏡本体部分５３の側部に連結

されたパウチである請求項１記載の装置。

    【請求項８】  前記消毒深皿９３は、前記内視鏡本体部分９２の側部に連結

された貯留部である請求項１記載の装置。

    【請求項９】  前記消毒深皿貯留部９７は、長さが１２～３０インチ（３０
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．４８～７６．２ｃｍ）である請求項８記載の装置。

    【請求項１０】  前記挿入チューブ部分１１１は、湾曲している請求項１記

載の装置。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    [関連出願の説明]

  本出願は、１９９９年１１月１日に出願され、「内視鏡浸漬深皿」と題する米

国特許出願第６０／１６２，７７９号の優先権を主張し、この参照によってその

内容全部を本明細書に組み込む。

      【０００２】

    [技術分野]

  本発明は、包括的には内視鏡に関し、特に内視鏡を消毒する装置および方法に

関する。

      【０００３】

    [発明の背景]

  内視鏡技術の最近の改良は、医療業務を大きく進歩させた。内視鏡技術のこれ

らの進歩により、医者が患者の病気を調べてこれまでは診断が困難であった病気

の診断を助ける能力が高まった。診断が困難な病気を識別できれば、確実に適切

な医学的治療を行うことができる。診断に用いられるのに加えて、内視鏡はます

ます多くの病気の治療に使用されている。

      【０００４】

  内視鏡は、人体内の非常に多くの器官に広く使用されている。これらの器官に

は、制限的ではないが、消化器、呼吸器、泌尿器、婦人科、整形外科および耳鼻

咽喉の器官系が含まれる。人体のこれらのさまざまな器官に使用される内視鏡は

非常に高価であるため、一人の患者に１回使用するだけで廃棄することはできず

、多くの患者に安全に使用できなければならない。したがって、使用した内視鏡

は、別の患者に使用できるようにする前に、完全に洗浄して消毒しなければなら

ない。

      【０００５】

  現在のところ、２形式の内視鏡洗浄および消毒装置および方法がある。第１の

ものは一般的に、大病院などの資金的に恵まれた経営において使用される。これ

らの資本的に恵まれた施設は一般的に、数千ドルの費用がかかる自動内視鏡洗浄
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および消毒装置を使用する。自動洗浄および消毒装置は、内視鏡の洗浄および消

毒を行う際に食器洗浄機と非常によく似た作動を行う。これらの装置は、作動お

よび修理が高コストであろう。

      【０００６】

  第２形式の内視鏡洗浄装置は、浸漬深皿である。浸漬深皿形内視鏡洗浄装置は

、深皿を使用して内視鏡を無毒性洗浄液に浸漬した後、内視鏡を有毒消毒液に浸

漬する。浸漬深皿は一般的に、蓋付きの箱形容器である。有毒消毒液は一般的に

グルタルアルデヒドである。グルタルアルデヒドの使用に伴って多くの問題があ

る。使用済みで廃棄された溶液は、環境に有毒である。消毒処理に使用されるグ

ルタルアルデヒドの量が多いほど、廃棄された溶液からの環境破壊が大きくなる

。この処理に必要なグルタルアルデヒドの量を減少させることは、環境に好都合

であろう。

      【０００７】

  器具を浸漬するために使用される間、グルタルアルデヒドが蒸発して、不快な

有毒ガスを発生する。内視鏡洗浄スタッフは、自分たちのグルタルアルデヒドガ

スへの暴露を監視するバッジを着用しなければならない。これらの有毒ガスへの

人の暴露を制限しようとして、空気除去ファンを備えた換気フードが使用されて

いる。フードおよびファンが設けられているにも係わらず、多くの内視鏡洗浄お

よび消毒室は依然としてグルタルアルデヒドの臭いが強い。

      【０００８】

  蒸発プロセスはいくつかの要素に関係しており、１つは空気と接触する液体の

表面積である。現在使用されている箱形浸漬深皿は、液体表面積が比較的大きい

ために蒸発を許す。液体表面積を小さくすれば、蒸発速度が低下し、したがって

これらの有毒ガスに対する人の暴露が減少する。したがって、上記欠点および不

十分さに取り組むために、これまでは検討されなかった要求が産業界に存在する

。

      【０００９】

    [発明の概要]

  本発明は、内視鏡を消毒液で消毒するための、消毒液の表面積および空気暴露
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を最小限に抑えた装置を提供している。簡単に説明すると、内視鏡消毒装置は、

消毒深皿と、内視鏡本体部分と、挿入チューブ部分と、深皿蓋体とを含む。消毒

深皿は、内視鏡の空気／水および光チューブを消毒するためのものである。内視

鏡本体部分は、内視鏡の本体およびアイピース（接眼部）を消毒するためのもの

であり、消毒深皿に連結されている。挿入チューブ部分は、内視鏡本体部分に連

結され、内視鏡の挿入チューブを消毒するためのものである。深皿蓋体が、消毒

深皿に連結されて、消毒深皿の上を覆って液密シールを行う。

      【００１０】

  以下の図面および詳細な説明を検討すれば、当該技術分野の専門家には本発明

の他の特徴および利点が明らかになるであろう。そのような追加特徴および利点

のすべては、本発明の範囲に含まれるものとする。

      【００１１】

  以下の図面を参照すれば、本発明をさらに十分に理解することができる。図面

の構成部材は必ずしも同一縮尺ではなく、本発明の原理を明らかに示す部分が強

調されている。さらに、図面では、幾つかの図面を通して同様の参照番号が対応

部材を表す。

      【００１２】

    [好適な実施形態の詳細な説明]

  次に、図面に示されている本発明を詳細に説明する。本発明はこれらの図面に

関連して説明されるが、それらに開示されている実施形態に制限されるものでは

ない。反対に、特許請求の範囲によって定義される本発明の範囲内に含まれるす

べての代替例、変更例および同等物を含むものとする。

      【００１３】

  図１Ａには、本発明の内視鏡消毒装置１０の一例の破断側面図が示されている

。内視鏡消毒装置１０は、内視鏡４を消毒液に浸漬することによってその消毒を

行うための多くの異なった部分を含む。図示の構造では、内視鏡消毒装置１０は

、消毒液６の表面積および空気暴露を最小限に抑えることができる。内視鏡消毒

装置１０は、内視鏡４を消毒液６に浸漬することによって、内視鏡４を消毒する

ことができる。内視鏡消毒装置１０は通常、挿入チューブ部分１１、内視鏡本体
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部分１２、深皿１３、深皿蓋体１４およびドレン１５を含む。挿入チューブ部分

１１は、その内視鏡消毒装置１０を特別に設計した対象である内視鏡の形式に対

応した全体的形状、寸法および長さに構成されている。挿入チューブ部分１１の

長さは、数センチメートル～２００センチメートル以上であり、消毒のためにそ

の内視鏡消毒装置１０を特別に設計した対象である内視鏡の長さによって決まる

。挿入チューブ部分の直径は、１／４インチ（０．６３５ｃｍ）から３～４イン

チ（７．６２～１０．１６ｃｍ）までの範囲であろう。

      【００１４】

  内視鏡消毒装置１０はさらに、挿入チューブ部分１１に連結された本体部分１

２を含む。本体部分１２は、内視鏡４の本体を支持する。内視鏡本体部分１２は

、それぞれが対象の内視鏡４用に特別に設計された一定範囲内の形状および直径

に構成することができる。内視鏡制御本体部分（図１Ａの１２）の直径は、（少

なくとも人用内視鏡では）１／４インチ～５インチ（０．６３５～１２．７ｃｍ

）にすることができるが、最も一般的には３／４インチ～３インチ（１．９０５

～７．６２ｃｍ）である。

      【００１５】

  内視鏡消毒装置１０の内視鏡本体部分１２に消毒深皿１３が取り付けられてい

る。内視鏡深皿１３は、消毒液６の蒸発速度を低下させるために消毒液６の液体

露出表面積を減少させるように特別に構成されている。消毒深皿１３は、それを

設計した対象の内視鏡４の形式に対応したさまざまな形状および寸法に構成する

ことができる。消毒深皿１３の一般的な直径は、４インチ～１８インチ（１０．

１６～４５．７２ｃｍ）にすることができるが、好ましくは４インチ～１０イン

チ（１０．１６～２５．４ｃｍ）である。消毒深皿の深さは２インチ～１０イン

チ（５．０８～２５．４ｃｍ）であるが、好ましくは４インチ～８インチ（１０

．１６～２０．３２ｃｍ）である。

      【００１６】

  消毒液６の蒸発をさらに減少させるために、内視鏡消毒装置１０はさらに、深

皿蓋体１４を含む。この深皿蓋体１４は、液密シール状態で深皿１３に連結され

る。この蓋体１４はさらに、有毒消毒液６の蒸発およびこぼれを防止し、それに
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よって医療スタッフを保護する。

      【００１７】

  内視鏡消毒装置１０はさらに、挿入チューブ部分１１の先端部に取り付けられ

たドレン弁１５を含む。ドレン弁１５は、医療スタッフが消毒液６を内視鏡消毒

装置１０から迅速かつ効率的に排出できるようにする。また、内視鏡消毒装置１

０から消毒液６を制御流量で排出できるように、ドレン弁１５をドレンプラグま

たは他の形式の機構で構成してもよいと、本発明者は考える。また、蒸発を制限

すると共に、医療スタッフが消毒液６と直接的に接触することをさらに防止する

ために、ドレン弁１５を何らかのチューブまたは他の液体収容機構に直接的に連

結してもよいと、本発明者は考える。

      【００１８】

  内視鏡消毒装置１０にはさらに、取り付けブラケット１６Ａおよび１６Ｂ（図

１Ｃおよび図１Ｄ）が取り付けられている。これらの取り付けブラケットは、深

皿１３の各側で内視鏡消毒装置１０に取り付けることができる。取り付けブラケ

ット１６Ａおよび１６Ｂは、説明のために示されているだけであって、実際には

内視鏡洗浄装置１０を支持するいずれの形式の取り付け機構でもよい。

      【００１９】

  図１Ｂには、内視鏡消毒装置１０の上面図が示されている。図示のように、内

視鏡４は、内視鏡本体部分１２によって支持されており、挿入チューブ３が吊り

下げられて、挿入チューブの最大表面が消毒液と接触することができる。空気／

水および光チューブ５があるために内視鏡は、深皿１３内にコイル状に巻かれる

。これによって、内視鏡消毒装置１０は挿入チューブおよび空気／水および光チ

ューブを浸漬および消毒することができるため、最大限に清浄な内視鏡４が患者

に使用できるようにさらに提供される。

      【００２０】

  図２Ａには、本発明の内視鏡消毒装置３０の別の実施形態が示されている。図

示のように、内視鏡消毒装置３０は、内視鏡消毒装置１０とほぼ同様であり、ほ

ぼ同様な機構については説明しない。しかし、例示の内視鏡消毒装置１０と内視

鏡消毒装置３０との間の違いを以下に説明する。第１の違いは、挿入チューブ部
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分３１が深皿３３の中心からずれていることである。内視鏡消毒装置１０に関し

て先に図１に示したように、挿入チューブ部分１１は深皿１３の中心に位置して

いた。図２Ａには、挿入チューブ部分３１および内視鏡本体部分３２が深皿３３

の中心からずれた内視鏡消毒装置３０の実施形態が示されている。挿入チューブ

部分３１が深皿３３の中心からずれていることによって、可撓性が低い空気／水

および光チューブ５を深皿３３内にコイル状に巻くことができる。

      【００２１】

  図２Ｂには、深皿３３の中心からずれた位置にある挿入チューブ部分３１を示

す上面図が示されている。図示のように、このようにすることで、消毒処理を行

うために、内視鏡４に連結されて取り外しできない低可撓性の空気／水および光

チューブを深皿３３内にコイル状にして入れておくことができる。

      【００２２】

  図３Ａには、本発明の内視鏡消毒装置５０のさらに別の実施形態が示されてい

る。前述したように、内視鏡消毒装置５０は、図１Ａ／図１Ｂおよび図２Ａ／図

２Ｂに関連して前述した内視鏡消毒装置１０とほぼ同様である。しかし、図１Ａ

／図１Ｂおよび図２Ａ／図２Ｂとの間の違いをここで詳細に説明する。内視鏡消

毒装置５０の第１の違いは、パウチ（袋状体）５７が追加されていることである

。パウチ５７は、本発明の内視鏡消毒装置５０内で消毒中の内視鏡４に連結され

た空気／水および光チューブ５を収容するための特別な空間を提供している。こ

のパウチ５７を使用することによって、空気／水および光チューブ５がコイル状

にして下向きに曲げられるので、液体表面積がさらに減少する。また、空気／水

および光チューブ５と内視鏡４との接合部に加わる応力が小さくなる。

      【００２３】

  図３Ｂには、パウチ５７を有する内視鏡消毒装置５０の別の側面図が示されて

いる。ここでは、空気／水および光チューブ５が消毒液６内に入っており、それ

によって空気／水および光チューブ５と内視鏡４との接合部に応力が加わらない

ことがさらに明白に示されている。図３Ｂでは、挿入チューブ部分５１が深皿５

３の中心からずれていることも示されている。このようにずらすことによってさ

らに、空気／水および光チューブ５と内視鏡４との接合部に加わる応力を軽減す
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ることができる。これはさらに、内視鏡４が内視鏡消毒装置５０内に挿入されて

、深皿５３の中心からずれている図３Ｃの上面図にも示されている。

      【００２４】

  図４Ａには、内視鏡消毒装置７０のさらに別の実施形態が示されている。図４

Ａに示されているように、内視鏡消毒装置７０は、薄いＵ字形バケットとして形

成されている。Ｕ字形内視鏡消毒装置７０を密閉して消毒液６または消毒液６か

ら出るガス（蒸発気）が逃げないようにするために、この薄いＵ字形バケット７

０は蓋体７４を含む。Ｕ字形バケット構造の内視鏡消毒装置７０は一般的に、異

なった長さの多種類の内視鏡を同一施設内で消毒し、内視鏡の一定の形状および

長さおよび寸法用に特別に設計された多数の深皿を収容するための作業空間が得

られない時に使用される。装置７０は、２つ以上の内視鏡を同時に消毒すること

ができる広さを有する。図４Ｂには、Ｕ字形バケット７０より薄い寸法の内視鏡

消毒装置７０が広々としていることを示す例が示されている。これはさらに、内

視鏡４の消毒に必要な消毒液６の量を減少させる。内視鏡消毒装置７０は本発明

の他の実施形態ほど液体表面積を減少させないが、多種類の内視鏡を消毒する場

合に使いやすくする一方、現在使用されている箱形深皿と比較すると、液体表面

積がやはり大幅に減少する。図４Ｃは、内視鏡消毒装置７０の上面図を示す。

      【００２５】

  図５Ａには、本発明の内視鏡消毒装置９０のさらに別の実施形態が示されてい

る。図示のように、内視鏡消毒装置９０は、内視鏡４を支持して保護するための

挿入チューブ部分９１および本体部分９２を用いている。内視鏡消毒装置９０と

内視鏡消毒装置１０（図１Ａ）との間の大きな違いは、ユニバーサルチューブ(u

niversal tube)部分９７が追加されていることである。ユニバーサルチューブ部

分９７は、消毒作業中に空気／水および光チューブ５の支持および保護を行うた

めの容器である。この変更実施形態は、内視鏡４と空気／水および光チューブ５

との間の接合部にまったく応力を加えることなく内視鏡を消毒できるようにする

。図５Ｂには、ユニバーサルチューブ９７を備えた内視鏡消毒装置９０の上面図

が示されている。

      【００２６】
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  図６Ａには、懸架式の内視鏡消毒装置１１０が示されている。懸架式内視鏡消

毒装置１１０と内視鏡消毒装置９０（図５Ａおよび図５Ｂ）との間の大きな違い

は、内視鏡４および空気／水および光チューブ５の曲率と一致するように、挿入

チューブ部分１１１およびユニバーサルチューブ部分１１７が湾曲していること

である。内視鏡消毒装置１１０は、長い内視鏡もさらに挿入しやすくなるように

湾曲している。この湾曲によって、地面までの距離を短くすることができる。深

皿１１３の上部をほぼ肘と肩の間の高さまで下げることができる。平均１６５ｃ

ｍの結腸鏡は５フィート（１．５２４ｍ）を超える長さである。また、湾曲によ

って、傾斜角度を付けて内視鏡を入れることができ、背の低い人に特に容易にな

る。図６Ａにはまた、挿入チューブ部分１１１およびユニバーサルチューブ部分

１１７の最下点に位置するドレン弁１１５Ａおよび１１５Ｂが示されている。こ

の構造によって、医療スタッフは、内視鏡消毒装置１１０を移動させたり、傾斜

させることなく、消毒液６を内視鏡消毒装置１１０から排出することができる。

図１Ａに関連して先に述べたように、ドレン弁１１５Ａおよび１１５Ｂは、消毒

液６の流量を制御するいずれの形式の弁またはプラグを含むこともできる。医療

スタッフが消毒液６と接触するのをさらに制限するために、ドレン弁１１５Ａお

よび１１５Ｂをチューブに接続可能であると、本発明者は考える。

      【００２７】

  図６Ｂには、湾曲内視鏡消毒装置１１０の上面図が示されている。深皿１１３

、湾曲挿入チューブ部分１１１および湾曲ユニバーサルチューブ部分１１７が示

されている。図６Ｃおよび図６Ｄには、湾曲内視鏡消毒装置１１０および取り付

けブラケット１２１の上面および側面図が示されている。内視鏡消毒装置１１０

用の取り付けブラケット１２１は、内視鏡消毒装置１１０を壁またはヒンジ１２

２の固定面に接近する位置へ回転させることができるようにするヒンジユニット

を本発明者は考えている。

      【００２８】

  図７Ａには、卓上式の内視鏡消毒装置１３０が示されている。図示のように、

卓上式の内視鏡消毒装置は、必要な卓上作業空間を小さくするために、一定曲率

で湾曲させることができる。卓上式内視鏡消毒装置は、挿入チューブ部分１３１
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に連結された本体部分１３２を有する。本体部分１３２および挿入チューブ部分

１３１は共に、卓上支持体１３９によって支持されている。内視鏡消毒装置１３

０にドレン弁１３７が接続されている。ドレン弁１３７は、内視鏡消毒装置１３

０の最下点に接続されている。また、消毒液６または消毒液蒸気が逃げることを

防止するために、内視鏡消毒装置１３０を閉め切るためのキャップ１３４が示さ

れている。図７Ｂには、卓上式内視鏡消毒装置１３０の側面図が示されている。

      【００２９】

  図８Ａには、内視鏡消毒装置１５０のさらなる実施形態の上面図が示されてい

る。コイル状内視鏡消毒装置１５０は、本体部分１５２に連結された深皿１５３

を有する。本体部分１５２はさらに、コイル状挿入チューブ部分１５１に連結さ

れている。コイル状内視鏡消毒装置１５０の外径は、５～３０インチ（１２．５

～７６．２ｃｍ）が好適な範囲である。図８Ａに示されているような１と３／４

巻きの場合、２２０センチメートルの挿入チューブを備えた内視鏡は、さしわた

し約１７インチ（４３．１８ｃｍ）の直径が必要であろう。１６０ｃｍの挿入チ

ューブは、さしわたし約１３インチ（３３．０３ｃｍ）の直径が必要であろう。

６５ｃｍの挿入チューブは、約１０インチ（２５．４ｃｍ）の直径が必要であろ

う。本発明は１と３／４巻きのコイル状の挿入チューブ部分１５１を示している

が、挿入チューブ部分１５１を１／２～５巻きのコイル状にしてもよいと、本発

明者は考える。コイル状内視鏡消毒装置１５０の最下点にドレン弁１５７が取り

付けられている。

      【００３０】

  図８Ｂには、コイル状内視鏡消毒装置１５０の側面図が示されている。本体部

分１５３に連結可能な蓋体１５４が示されている。前述したように、蓋体１５４

によって、医療スタッフは消毒液６または消毒液から出る蒸気が逃げることを防

止することができる。深皿１５３および挿入チューブ部分１５１の本体部分１５

２が拡大されていることによって、２本以上の内視鏡を同時に消毒することがで

きるであろうと、本発明者は考えている。

      【００３１】

  本発明の上記実施形態、特に「好適な」実施形態は、単に可能な実施例であり
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、本発明の原理を明白に理解できるように述べられているにすぎないことを強調

する必要がある。本発明の精神および原理からほぼ逸脱することなく、本発明の

上記実施形態に様々な変化および変更を加えることができるであろう。そのよう

な変更および変化はすべて、特許請求の範囲によって保護される本発明の範囲に

含まれるものとする。

【図面の簡単な説明】

    【図１Ａ】

  本発明の内視鏡消毒装置に入っている内視鏡の側面図である。

    【図１Ｂ】

  図１Ａに示された本発明の内視鏡消毒装置に入っている内視鏡の上面図である

。

    【図１Ｃ】

  本発明の内視鏡消毒装置を支持する取り付けブラケットの正面図である。

    【図１Ｄ】

  本発明の内視鏡消毒装置を支持する取り付けブラケットの別の側面図である。

    【図２Ａ】

  内視鏡消毒装置の変更実施形態の側面図である。

    【図２Ｂ】

  図２Ａに示された内視鏡洗浄装置の変更実施形態の上面図である。

    【図３Ａ】

  空気／水および光コード用のパウチ（袋状体）を備えた内視鏡消毒装置のさら

なる変更実施形態の側面図である。

    【図３Ｂ】

  図３Ａに示された空気／水および光コードを支持するためのパウチを備えた内

視鏡消毒装置の変更実施形態の一例の別の側部斜視図である。

    【図３Ｃ】

  図３Ａおよび図３Ｂに示された、空気／水および光コードの洗浄および消毒用

のパウチを備えた内視鏡消毒装置の変更実施形態の上面図である。

    【図４Ａ】
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  内視鏡洗浄装置のさらなる別の実施形態の側面図である。この変更実施形態で

は、内視鏡洗浄装置が、薄いＵ字形バケットの形をしている。

    【図４Ｂ】

  図４Ａに示された内視鏡消毒装置の変更実施形態のさらに別の側面図である。

    【図４Ｃ】

  図４Ａおよび図４Ｂに示された内視鏡消毒装置の変更実施形態の上面図である

。

    【図５Ａ】

  空気／水および光チューブの消毒用の貯留部を備えた内視鏡消毒装置のさらに

別の変更実施形態の側面図である。

    【図５Ｂ】

  図５Ａに示された、空気／水および光チューブの消毒用の貯留部を備えた内視

鏡消毒装置のさらに別の変更実施形態の上面図である。      

    【図６Ａ】

  懸架式内視鏡消毒装置を含む別の実施形態の側面図である。

    【図６Ｂ】

  図６Ａに示された懸架式内視鏡消毒装置の別の実施形態の上面図である。

    【図６Ｃ】

  取り付けブラケットによって支持されている、図６Ａおよび図６Ｂに示された

懸架式内視鏡消毒装置の上面図である。

    【図６Ｄ】

  図６Ａ～図６Ｃに示された懸架式内視鏡消毒装置の側面図である。

    【図７Ａ】

  本発明の卓上式内視鏡消毒装置の一例を示す。

    【図７Ｂ】

  図７Ａに示された内視鏡消毒装置の卓上式実施形態の側面図である。

    【図８Ａ】

  本発明のコイル状内視鏡消毒装置の上面図である。

    【図８Ｂ】



(15) 特表２００３－５３０１４２

  図８Ａに示されたコイル状内視鏡消毒装置の側面図である。

【図１Ａ】
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【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】
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【図２Ａ】
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【図２Ｂ】
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【図３Ａ】
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【図３Ｂ】

【図３Ｃ】
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【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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【図４Ｃ】
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【図５Ａ】



(24) 特表２００３－５３０１４２

【図５Ｂ】
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【図６Ａ】
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【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図６Ｄ】
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【図７Ａ】
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【図７Ｂ】
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【図８Ａ】

【図８Ｂ】
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【国際調査報告】
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摘要(译)

本发明提供了一种用消毒剂溶液（6）对内窥镜（4）进行消毒的装置，
该装置使消毒剂溶液（6）的表面积和空气暴露最小。 从结构上说，内
窥镜消毒装置（10）包括消毒盆（13），内窥镜主体部（12），插入管
部（11）和盆盖体（14）。 包括。 消毒盆（13）用于消毒内窥镜（4）
的空气/水和光导管（5）。 内窥镜主体部（12）用于对内窥镜（4）的主
体和目镜进行消毒，并与消毒盆（13）连接。 插入管部（11）与内窥镜
主体部（12）连接，用于对内窥镜（4）的插入管进行消毒。 盆盖
（14）连接到消毒盆（13），以在消毒盆（13）的顶部上提供液密密
封。
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